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 論文内容の要旨
 噸はじめに
 本研究の目的は、数量詞遊離現象を通して言語の形式と意味の関係を明らかにすることと、日本
 語の統語構造を記述するにはどのような理論が適切であるかを明らかにすることである。数量詞遊
 離現象とは、(1a)のように名詞の前に生じた数量表現が、(1b)のように動詞の直前の位置などに
 移動する現象を言う。
 (1)a.3冊の本を太郎が買った。
 b.本を太郎が3冊買った。
 遊離数量詞の統語的問題として、(2)のように全ての数量詞が遊離できるわけではないということが
 挙げられる。
 (2)a.*学生たちが車で3台アメリカ大陸を横断した。
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マ b.*太郎は教授から本を2人借りた。
 遊離数量詞の意味的な問題として、数量詞が遊離することにより文の真理条件が変わる例を扱って
 いる。
(3)a.
b.
 太郎は20ページの論文を読んだ。
 太郎は論文を20ページ読んだ。
 (3a)は、r太郎が読んだ論文の長さは20ページちょうどである」という意味である。一方、(3b)で
 は「太郎が読んだ論文の長さは20ページ以上である」という意味がある。したがって、30ページ以
 上の論文がある世界を想定した場合、(3a)は偽になるが、(3b)は真になり得る。さらに、(4b)で
 はステーキのは300g以下であっても、複数のステーキを食べた結果300gになれば真になり得る。
a
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 太郎が5009のステーキを食べた。
 太郎がステーキを500g食べた。
 これは(3b)にも当てはまる。また、㈲のように数量を表す副詞類にも似たような現象が観察さ
 れる。
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 太郎は800mの廊下を走った。
 太郎は廊下を800m走った。
 ただし、(20b)では廊下の長さは800m以上であっても以下であってもよい。800m以下の場合、例
 えば太郎が400mの廊下を往復すれば(20b)の例は真となる。
 日本語の統語構造を研究する際に、遊離数量詞現象は重要なトピックであった(Saito1985)。
 本研究では、日本語の統語構造に関して新しい提案を行う。また、上記の例に対して統語派生と平
 行して文め意味を与える意味理論を提案する。本研究で用いる統語理論は、範躊文法を拡張したマ
 ルチモーダル範疇文法(Moortgat1996)とDynamicSyntax(Kempson,Meyer-ViolalldGabbay
 2001)である。双方ともタイプ論理に基づく文法であり、文の意味をボトムアップに得るために適
 している理論である。
 本論文の構成は以下の通りである。2章では、範疇文法の概説、さらに日本語への適用とその問
 題点を述べる。3章では、先行研究の問題点と2章で述べた問題点が様相論理に基づくマルチモー
 ダル範躊文法で解決できることを示す。さらに日本語を扱うためにいくつかの規則も設定する。4
 章では、3章で残された問題をDynamicSyntaxの枠組みを用いて解決する方法を提示する。5章
 では、数量詞のスコープと語順の関係の問題をDynamicSyntaxの枠組みを用いて解決できること
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ヌ を示す。6章では、数量詞の量化の領域に関する問題を扱う。krifka(1990)で指摘されているよ
 うに、数量詞には名詞を量化する読みとイベントを量化する読みが存在する。本研究では、遊離数
 量詞には名詞とイベント両方の領域に関係する読みがあることを指摘し、束理論を用いた意味論が
 その読みの解釈を導き出すことを示す。
 2タイプ論理を用いた統語理論と日本語への適用
 範晴文法とは、r認知とは計算である」という仮定のもとで構築された、論理学の証明理論に基
 づいた文法体系である。標準的な範疇文法の体系は図1のように定義される。図1において、計算
 は横線の上から下へと進む。範疇、4/Bは右手に範晴Bをとり、範疇君を返すような関数である。
 。4[m]
 。4/βB
[/E]且
 8β＼ノi
 [＼E]君
[B] [B]
且
[/1]
パ
 、4/B  B＼且
 [＼1]
 図1:範疇文法の自然演繹体系
 [冗:、4]
 ∫:。4/Bσ:B∫(π):B
[/E][/1]
 ∫(σ):、4えん.∫(x):8/君
 図2:統語論と意味論のペア
 .8超は左手にBをとり君を返す関数である。例えば、英語の自動詞磁疏は左手に主語名詞句を
 とってそれ自体が文になる関数砂＼sと定義できる。単語の意味は図2に見られるように関数適用
 の概念を利用して図1の統語派生と平行に定義できる。
 標準的な範疇文法を用いて数量詞遊離を実現しようとすると幾つかの問題が生じる。遊離数量詞
 を右手に動詞をとる関数と定義すると、(2)に見られるような遊離数量詞の生起環境を制限できない。
 3章では、様相論理に基づくモーダルオペレータを用いて遊離現象などの語順の変化を適切に生成
 する理論を提案する。
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マ 3マルチモーダル範疇文法と数量詞遊離
 範疇文法には、語と語の結合に関して交換則(commutativity)と結合則(associativity)を組
 み込むかどうかの組み合わせで4つの体系が存在する。さらに表1に見られるように、それぞれの
 体系は対応する言語モデルに関して違いがある。NLは交換則と結合則の両方を認めない体系であ
 り、Lは交換則は成立しないが結合則が成立する体系である。LPは交換則が成立するが結合則が
 成立しない体系である。しでは、∫ohフ¢。(Zo∂θs。Mαフりノ)と(10hフ2。lo∂8s)。砿躍ッが等価である。
 LPでは、∫ohフz。Jo∂8s。漁理とM娚ノ。10hフ!。Zo∂6εが等価になる。これらの体系を認めると語順
 などの問題を扱うことができるが、無制限に認めると過剰生成を引き起こすため、オペレータを用
 いて規則の適用を制限しようというのがマルチモーダル範疇文法である。二つのモーダルオペレー
 タ◇と□↓は(6a)と(6b)のように定義される。また2つのオペレータの関係は(6c)のように記述さ
 れる。
 表1:範噂文法の体系と言語モデルの関係
 CαJo躍z∫s  Lf冗9酪!歪。妬0481s
   AB!1“Classical"(.Adlukiewicz)categoricalgrammarsbinarybranchingtrees
   NLNon-AssociativeLambekCaicuiusbinarybranchhlgtrees
   LAssociativeLambekCalculusstringS
   LPLambekCalculuswithPermutationmultisets
 (6)α.瓠◇ん={副ヨ爽R響く)ノ∈1ノ(パ))}
 δ.∂(叫、4)={矧∀夕(魚κ一り∈凶4))}
 α◇、4HBく⇒ノ隻←□↓β
 ◇は可能を表し、□↓は必然を表す。(6c)に見られるように、もしみが可能ならBが真である時、
 澱ならば必ずBは真である。本研究で用いるオペレータの関係は、(6c)の統語論のみの特性を利
 用したものである。
 遊離数量詞の統語的性質に関する先行研究にShibatani(1977)がある。Shibatalli(1977)は遊
 離数量詞はガ格とヲ格名詞句からのみ遊離できるという一般化を主張している。しかし、(7)のよう
 に二.格名詞句など他の格からの遊離も存在する。
 (7)太郎は有名な教授に2人会った。
 本研究では、動詞の項からのみ遊離できるという主張を行い、これを0役割を用いた語彙規則で表
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マ した。具体的には、(8)のように動詞の項になり得るθ役割に叫オペレータを付与する。
 (8)膿鉱、砲、λ君脚〆,自、ゆ、,、]⇒[論暢、＼.、⑫＼詞]
 このオペレータは統語派生の仮定で統語構造に働きかけ、規則の適用を制限する。本稿で定義した
 規則は(9)のOP1とOP2,P1である。
 (9)崩。<B〉)卜CF(く且〉。く8〉)←Cr(<(君)。(B)〉浮C
O∫)10P2P1
 亙「〈(ノi。8)〉←CFピ(/i。8)>卜。亘-(<(B)。(君)>)←c
whereonlyAisavariable.
 さらに(ゆに見られるように、主語から遊離した数量詞は、互いに隣接していなければならないが、
 目的語から遊離した数量詞は隣接していなくてもかまわない(Saito1985,Miyagawa1989)。
 (ゆa.*学生が本を5人買った。
 b.本を学生が3冊買一)た。
 (i①の非対称性の問題を解決するために/l1)の規則も設定した。(ll)のσは数量詞から来るものである。
 ⑭a・紹:(パ。β)。C卜盈。,1(8。C)
 [vト自↓(フψんψ血目↓E  ga卜□↓1z＼躍力 □↓E
 [エトフ2/)/1ψ][イ『～'>ド(72ρ/nρ)＼(1ψ'鋤)]＼Ek・d・m・卜〆ga〉←12〕以E
 ■L一一〇P1
一
 (kodOmo塾9盆1一H砂OP1
 〔くk。d・m・。ga〉)Hアz血＼E
 〈(∫。』γ)〉。く(i(odo1110。ga).♪トnクf OP2
 く(κ。、')。(k・d・m・。魎P1
 く(k・d・m・。ga)。(万。～ナ)一〉Hnρ∫□↓1
 (k・d・m・。ga)。(冗。血/1
 (k・d・m・。ga)トロ↓塑一力)/E
 (1{。d・m・2ga)一』□↓砂i＼s＼E
 〔(kodomo。ga)。sai1-n三n)。kessekishitaHs
 図3:⑬の統語派生
 b・MC:パ。(β。、1c)卜8。(鴻。,1c)
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マ 例として(切0)統語派生図を図3に示す。
 (切子供が3人欠席した。
 高見(1998)は、(ゆに見ら)れる非対称性に従わない例(鋤を出し、Miyagawa(1989)などの分析
 を批判している。
 (圃灘高の学生は毎年東大を80人以上受験する。
 3章で提示した枠組みは高見(1998)の例を非文とみなしてしまうという問題がある。4章では、
 (1①だけでなく(ゆのような例に対しても解釈できるような枠組みを提案する。
 4Dy輸麟cSynおxと翼本語の遊離数量詞
 Miyagawa(1989),Saito(1985)は⑩に見られる非対称の例を挙げて、日本語の統語構造は階層
 的であると主張する。一方、Gullji(1987)は、動詞の項を語順の規定されたリストではなく集合
 と捉えることにより、階層的ではない統語構造を想定している。高見(ig98)も⑬のような例を出
 し、Miyagawa(1989)の構造を批判している。4章では、(1①と⑬の例など相異なる例に対して意
 味解釈を与えることができる理論を提案する。4章で提案する枠組みはDynamicSylltax(Ke11ユー
 psolleta1.2001)に基づく理論であり、Miyagawa(!989)の例とその反例である高見(1998)の
 例の両方に対して一つの枠縛みで意味解釈を行える理論である。
 DyllamicSyntaxは文を左から右へと漸進的に読み込み、文の解釈を動的に構築していく理論で
 あり、英語のcrossover現象などに有効な理論である。理論の背景となる論理はGabbay(!996)
 で提唱されているLogicofFinitetree(LOFT)である。LOFTに基づくDynamicSyntaxにおい
 て、各々のノードはラベル(統語情報)と式(意味情報)のペアからなる。さらに、親や子など各
 々 のノードの関係はLOFTにより記述される。DynamicSylltaxの特徴の一つとして、未指定
 (underspecification)の概念がある。未指定の概念の応用例として日本語の名詞句の処理が挙げ
 られる。日本語では動詞が文末に現れるため、動詞が現れるまで文頭に現れた名詞が主節の主語な
 のか従属節の主語なのかわからない。この問題は、動詞が現れるまで名詞の樹形図の位置を未指定
 な状態にしておくことで解決される。本研究では、未指定の概念を遊離数量詞が修飾する名詞の決
 定に応用している。
 4章で扱う例文は(1⇒や@など、高見(1998)で扱われている遊離数量詞と名詞が隣接していない
 例である。高見(1998)は⑬や(吻に見られるように、目的語が定名詞句の時に主語と遊離数量詞が
 離れることが可能になるとしている。
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マ {丁鳴(0),?駒(オ),Dε∫(+・),FQ(+)}
 _一'㍗～
 一一一一1!、、～、
 一一 1¥一
 {Fo(∈,3;,G(皿)),{Fo(ム,轡,Z(び)),{Fo(G伊π伽),{丁馴(亡),◇}
 ?〈↑o〉丁写(オ),丁彩(ε)}?〈↑o〉陶(ε→亡)}?丁拶(X→X)}
 {F・(v),
 (↑o〉乃(±)}
 {丁写(ε→オ)}
 {F・(w),
 乃(up→up)}
{Tg(ε→±)}
 {F・(x),
 く↑o〉丁智(ε一→±)}
 {陶(加)}
 {F・(Y),
 鞠(劫→加)}
 {Fo(Kα伽),
 恥(オu)}
 図4:@の解析木
 (@今朝は、学生がその新刊雑誌を5人買って行ったよ。
 @の解析木は図4のようになる。図4において、一番上のノードをルートノードと呼ぶ。実線でつ
 ながれたノードはすでに位置が決まっているノードであり、点線でつながれたノードは最終的な位
 置が未だ決まっていない状態を表す。ルートノードのD4(+)という素性は目的語が定の名詞句
 であることを示しており、高見(1998)の主張を文法に取り込んでいる。図4において、Fo(∈,劣,
 (}(冗))は名詞句r学生が」に相当するノードであり、Fo(`,ッ,Z(の)は「その新刊雑誌を」に対応
 する。Fo((知一,z初)は遊離数量詞r5人」に相当する。これらのノードは、点線でルートノード
 に結合されているため、ノードの内容はあるが位置が決まっていない状態にある。一方、動詞によ
 り作られた実線で結ばれた部分木は位置は固定されているが、ノードの内容がない木である。ノー
 ドの内容は一時的に変数により記述されている。従って、内容が変数で記述されているノードは位
 置が未指定のノードに置き換えられる。ノードを置き換える先は、タイプのマヅチングにより決定
 される。例えば、「学生が」のノードはタイプ?〈↑o>To(渉)を持っている。タイプの前の?は将
 来的にノードがこのタイプを持つことを意味する。Fo(V)のあるノードはタイプ<↑0〉To(!)で
 あるため、「学生が」のノードと置き換えられる。全ての点線で結合されているノードに対して置
 き換えの操作が行われる。遊離数量詞r5人」はタイプ乃(X→X)と定義した。これは、任意
 のタイプを入力としてとり、同じタイプを返す関数である。遊離数量詞は、。Fo(W)のノードと
 Fo(Y)のノードに置き換えられる可能性があるが、後者の可能性は意味的に排除される。結果と
 一一204
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て して、⑬や⑳などの遊離数量詞とそれが修飾する名詞が離れている例は、本研究の枠組みにより名
 詞句と遊離数量詞が隣接している例と意味的に等価になる。本研究の枠組みを用いれば、Miyaga-
 wa(1989)の例とその反例である高見(ig98)の例に対して一つの枠組みで意味解釈を行うこと
 ができる。
 5数量詞によるスコープの曖昧性
 文中に複数の数量詞があった場合、それらの持つスコープの組み合わせにより曖昧性が生じるこ
 とはよく知られている(Montague1973)。4章では、日本語のスコープの曖昧性と語順の関係に
 よる問題を扱う。Kuroda(1970)やHoji(1985)は、(15a)のようにSOVの語順の場合、主語が
 広いスコープをとるが、(15b)のようにOSVの場合は主語が広いスコープをとる読みと目的語が
 広いスコープをとる読みで曖昧であると主張する。
 ⑯a.試験官が2人、各答案を採点した。
 “2人の試験官が存在し、彼らが全ての答案を採点した。"
 b.各答案を試験が2人採点した。
 “2人の試験官が存在し、彼らが全ての答案を採点した。"
 “それぞれの答案に関して、2人の試験官が存在し、各々の答案を採点した。"
 スコープの情報はスコープステートメントと呼ばれ、単語を読み込む過程で述語DOMによりルー
 トノードに集められる。具体的には、各々の名詞を表す変数がリストをつくる。冗く夕は∬がッよ
 り広いスコープをとることを表す。スコープステートメントには、メタ変数を用いてリストが作ら
 {Tn(0),FQ(+),恥(孟),◇,
 (sくπ,ヨα(∂OM(α)〈α〈¢〈∀z(α<z→エ<z)))}
 {Fo(ξ,エ,S(エ)),{鞠(e→カ)}
 〈↑o〉丁写(カ),SC(エ)}
 {Fo(島舌面),{TΨ(e一→カ)}
Ty(ψ→up)}
 {Fo(T,ツ,T(V)),{Tツ(加)}
 〈↑o〉丁理(e→孟),Sσ(膨)}
 {F・(Y),{F・(Sα至重e励伽),
 丁霊(加→カu)}丁霊(加)}
 図5:r試験が2人」が広いスコープを持つ読み
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 れており、名詞を表す変数がどのメタ変数と単一化するかによってスコープの違いが出される。
 日本語では語順は格助詞によって表示されるので、本研究では格助詞rが」がスコープステートメ
 ントを導入し、曖昧性の解消を行うように定義した。さらに、遊離数量詞を解釈する規則⑯を定義
 した。
 ⑯{{7甑4),7},(!),〈8>,Fo(ヨκφレFQ八・(ψ)]),_,◇!...}
 {{熟知),7鐙),7ンω,<s>,Fo(ヨπ[㍑=N〈冗∈CL〈(1・)(の]),...,◇/...!
 例えば、(15b)において主語が広いスコープをとる読みは、樹形図5で表される。本研究で提案
 した枠組みを用いると(15a)の非曖昧性と(15b)の曖昧性を適切に予測することができる。
 6代数意味論と量化
 6章では、数量詞の遊離と非遊離の対比がKrifka(1990)で指摘されているような名詞を修飾す
 る読みとイベントを修飾する読みに対応することを指摘した。さらに、遊離数量詞には東理論のよ
 うな代数系上で解釈される意味も存在することを主張する。東理論の定義には、Link(1998)の定
 義を用いた。(i7a)において、ステーキの量は300gちょうどである必要があるが(名詞を量化す
 る読み=定性の読み)、(17b)では500g中の300g分を食べた場合でも真となる(イベントを量化
 する読み)。
⑰a.
b.
 太郎は300gのステーキを食べた。
 太郎はステーキを3009食べた。
 さらに、(17b)では200gのステーキと100gのステーキを食べても真となる(束に基づく読み)。
 量化の領域としてLlnk(1998)の定義(i8)を用いる。
 ⑬a,遵,:=1κ∈漁況classifiesaso-objects!
 b.E、,,,:一{κ∈Elヨ3ナ1,_,夕、,∈乃,溺ヲ1㊦..㊦y、,}
 C.CLP、、,,,(α):=[[α]]∩E、,,c
 ⑬の定義を用いて、(17a,b)の文の意味をそれぞれ(19a,b)とした。㈲は統語理論と平行に導
 き出される解釈である。(18b)の論理式はイベントを修飾する読みと東理論に基づく読みの両方
 に対して適切な解釈を与えている。
 ㈲a・ヨyヨX[gz磁フ,%∫(sz∫!餉グ)=y〈Σy=X∈CLP300,9、,.σ、、,、,(y)〈∀∬[κ∈X→9(κ,
 ゴohlz)]]
 b.ヨyヨX[9磁9"z∫(s多6!襯)一y〈X∈CLa。。,9、,、π、、,,,(y)〈∀κrκ∈X→9(κ,ブ・hフ¢)]]
206
4
 さらに、(20a)のような副詞類として働く数量詞にも意味解釈を与えている。(20a)の意味は(20b)
 のようになる。
 ⑫①a.太郎が廊下を800m走った。
 b.ヨ召[加(8)一800〈玉[7伽(泥)〈丑4丁訊6)〈遵9副(6,ゴoh7z)〈勲'擁!(6,寛)〈
 hαsh蜘(プohフz)]]
 遊離数量詞を含む文において(19b)のタイプと(20b)のタイプの意味があるが、他動詞文は前
 者のタイプを採用し、自動詞文は後者のタイプを採用しするように定義した。また、非対格自動詞
 も前者のタイプをとると規定した。
 7まとめ
 本研究では、数量詞の遊離、非遊離などの統語的形式とその意味変化などを通して日本語の統語
 構造と意味構造の関係を研究した。3章では、マルチモーダル範疇文法を用いると遊離数量詞を非
 遊離数量詞と意味的に等価に扱えることを示した。4章ではDynamicSyntaxの枠組みを用いて
 1〉 iyagawa(1989)と高見(1998)の相反する例を一つの枠組みで扱えることを示した。具体的に
 は、未指定の概念と置き換えの操作を用いて、語順の入れ替わっている例をSOVの語順に置き換
 え、遊離数量詞とそれが修飾する名詞を隣接しているノードに置いた。この操作により、Miyaga-
 wa(1989)と高見(ig98)の例を同じ構文として扱うことが可能になる。また、解釈規則を一つ
 設ければ両方の例に対して意味解釈を行うことができることを示した。5章では、数量詞のスコー
 プと語順の関係を扱った。スコープに対する語順の影響などの線形順序の関係をDynamicSyntax
 の枠組みを用いれば定式化できることを示した。6章では、束理論に基づく意味論で非遊離数量詞
 の定性の読みと遊離数量詞のイベントを量化する読みと東に基づく読みを適切に生み出す枠組みを
 提案した。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は日本語で数や量を表す修飾句が修飾される名詞句から分離してあらわれる、いわゆる遊
 離数量詞(floatingquantifier)現象について、論理文法の立場からの解決を提案したものである。
 遊離数量詞についてはこれまでに形式統辞論や形式意味論の立場から様々な提案がなされてきた。
 日本語の文の統辞的および意味的構造について基本的な問題を投げかけるこの現象について、本論
 文は論理学にもとづく形式文法理論である範晴文法およびDynamicSyntaxの枠組みにもとづいて
 統一的に説明する規則を提案している。特にDynamicSyntaxは創始されてからまだ数年しか経っ
 ていない新しい文法理論であるが、その特色である時間の流れに沿った一次元的な文の意味処理を
 日本語の文の処理に応用し、これに機能文法の観点を加えてこれまで未解決の問題に対して解決を
 提案していることに本論文の特色がある。
 本論文の本文は、範疇文法を用いて遊離数量詞を含む文の処理を試みた2-3章の前半部分と、
 それによっては扱えない問題の解決についてDynamicSyntaxを中心とする枠組みによって提案し
 た4-6章の後半部分とに大きく分かれる。
 2-3章の前半部分ではまず通常の範疇文法では遊離数量詞を伴う文の処理には記述力が不足し
 ていることを論じ、Moortgatらによって提案されたマルチモーダル範疇文法を用いてモーダルオ
 ペレータにより規則の適用を制限することを通じて、遊離数量詞の生起位置が主語と目的語とで非
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マ 対称である現象の説明を提案している。
 続いて後半部分では、統辞・意味情報を一部未指定(underspeci{ied)のまま左から右への入力
 順の文処理を可能にするKempsomらのDynamicSylltaxを用いて、マルチモーダル範疇文法に
 よっても未解決のまま残された問題を論じている。これによって、高見の指摘した、同じ統辞構造
 であっても名詞句の定不定により文の適切性に違いの出る例を扱うことを可能にした。また、数量
 詞のスコープの包含関係による曖昧性と語順の相関、さらに遊離数量詞が時として先行詞である名
 詞句と意味的に全体一部分の関係を持つ場合についても解決を提案している。
 以上、日本語研究の中で注目されてきた遊離数量詞に関する広汎な問題を堅固な論理展開によっ
 て解決した本論文の意義は大きい。本論文として結実した一連の研究の手法と成果が学会に受け入
 れられていることは、論文巻末に示したように、筆者がすでに8本の論文を国内外の論文誌や学会
 プロシーディングスに発表していることから知ることが出来る。
 これらのことから、本論文は博士の学位論文として適当であり、また本論文によって筆者は自立
 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示したと認めることが出来る。
 よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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